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だ / 美味＞」から転成した「うまみ＜美味＞」は，＜美味＞に特化している。 
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(2) a. 長い髪（類義語：伸びた）  b. 長い歴史（類義語：長期の） 






(4) a. 花子は髪をミジカク切った。＜空間＞ 
 b. ×私はアメリカにミジカク滞在した。＜時間＞（籾山 1995: 634. < >内は筆者による。） 
 
３．実験調査のデザイン 






例の全順列 1260 対，対毎に 50 人（延べ 2100 人：異なり「長い」723 人，「短い」733 人）
実施した（図１）。実験協力者は，Yahoo!日本語


















(8) 非過去形の終止形・い落ち形に語のプロトタイプ的意味が認められやすい。（1 再掲） 
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究所所長裁量経費 2018，JSPS 科研費 19K00591 によるものです。 
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